
世界の「AIOIYAMA」プロジェクト検討会議（第９回） 

日 時：平成２９年６月１４日

場 所：本庁舎２階 特別会議室

＜ 議 題 ＞ 

  １ 各作業部会の検討状況について 【資料１～５】 

  ２ 要望・提案等について 【資料６】 

３ その他

    ・次回の検討会議



平成２８年度の検討内容及び平成２９年度の検討予定 

平成２８年度の検討内容（右上数字は予算額） 平成２９年度の検討予定（右上数字は予算額）

道路事業廃止 

作業部会 

＜道路ネットワーク機能の確保＞ 

【各種調査の実施】 

・各種交通調査を実施した 

【集計・分析、課題の把握】 

・調査の結果を集計、分析して、弥富相生山線周辺で発生している交通課題を把握した 

・課題を解決するための対策素案を検討した 

＜防災機能の確保＞ 

【代替手法の検討】【機能確保に関する緑地整備作業部会との協議・調整】 

・防災機能を確保するための代替手法を、緑地整備作業部会等と協議しながら検討した

＜道路ネットワーク機能の確保＞ 

【代替案の作成】 

・把握した交通課題を解決するための対策案を作成する 

・各種交通調査の結果を用いて将来交通量推計を行い、対策案の効果を確認し代替案と

して取りまとめる 

＜防災機能の確保＞ 

【代替案の作成】【機能確保に関する緑地整備作業部会との協議・調整】 

・弥富相生山線が担う予定であった防災機能を確保するための代替案を作成する 

緑地整備 

作業部会 

＜緑地整備案の検討＞ 

【前提条件の整理】 

・動物の生息状況、植物の分布状況の調査を実施した 

【事例調査】 

・平成２７年度に選定した調査項目について、調査を実施した 

【基本計画素案の作成】 

・相生山緑地の整備に係る基本方針を策定し、配置計画を検討した 

＜意見聴取＞ 
【意見聴取方法の検討】 

・意見聴取の手法を整理し、実施方法について検討した

＜緑地整備案の検討＞ 

【基本計画素案の作成】 

・相生山緑地の整備に係る動線計画及び施設計画を検討する 

・相生山緑地の計画平面図及びイメージパースを作成する 

・基本計画の素案をとりまとめる 

＜意見聴取＞ 
【意見聴取の実施・検討】 

・アンケートを実施するとともに、公聴会の開催を検討する

交通対策 

作業部会 

＜入り込み交通対策＞ 

◆山根学区交通対策協議会を開催し、入り込み交通対策について協議した 

【対策の実施】 

・平成２７年度に検討した注意喚起対策工事（対策範囲入口、交差点の明確化） 

を施工した 

【効果の検証（対策再検討）】【入り込み防止の啓発活動】 

・上記対策工事の効果を検証した 

・さらなる対策について検討した 

・協議会のメンバーを中心に地元の人と危険箇所を確認した 

＜入り込み交通対策＞ 

◆山根学区交通対策協議会を開催し、入り込み交通対策について協議する 

【対策の実施】 

・速度抑制対策工事（歩道の設置、車道の狭さく、防護柵の設置）を施工する 

【効果の検証（対策再検討）】【入り込み防止の啓発活動】 

・上記対策工事の効果を検証する 

・協議会のメンバーを中心に地元の人と啓発活動を実施する 
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13,000 千円13,000 千円

9,900 千円9,000 千円

2,000 千円 2,600 千円



世界の「AIOIYAMA」プロジェクト事業検討フロー（平成29年5月現在）
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防災機能の確保

代替案の作成

道路ネットワーク機能の確保

代替案の作成
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機能確保に関する緑地整備作業部会との調整

道路事業廃止作業部会の検討状況（平成２９年５月現在）

各種調査の実施

［項 目］

・交差点交通 ・道路構造

・渋滞状況 ・平均速度

集計、分析と課題の把握

調査範囲の検討

防災機能の確認

＜凡例＞

平成27・28年度の検討内容

代替手法の検討

調査内容の検討 平成29年度の検討予定

主な調査箇所
主な調査路線

（平成２８年６月１４日実施）
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緑地整備作業部会の検討状況（平成２９年５月現在） 
資料４



交通対策作業部会の検討状況　（平成２８年１１月現在）

対策ステップ 平成２９年度 対策の実施内容・箇所

ステップ１ 地元との連携体制をつくる

ステップ２ 課題を知る

ステップ３ 対策案を考える

○対策前の交通状況調査を行います ６月予定

ステップ４ 対策を実施する

○対策工事を実施します ７～８月予定

○集計、分析して課題の把握及び検証を行います

ステップ５ 対策の効果を検証する

○対策後の交通状況調査を行います ９月予定

○連携の体制（協議会等）について検討します

○協議会員以外の地元の方の意見を反映する方法を検討します

○地区の道路で、問題や不安に感じていることや場所について意見を出し合います

○これまでの調査結果と併せて、課題を具体的に整理し、共有化します

○対策を行う場所と手法を検討し、対策を決定します

＜凡例＞

歩道設置 狭さく設置 防護柵設置

通学路対策及び検証範囲

平成２９年度の検討予定

＜凡例＞

平成２７、２８年度の検討内容

交通対策作業部会の検討状況（平成２９年５月現在）

＊イメージ図

歩道設置

狭さく設置

防護柵設置
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要望・提案等について （平成２８年１１月１日～平成２９年５月３１日） 

件        名 要 望 ・ 提 案 等 を さ れ た 方 受 理 日 

市道弥富相生山線の都市計画決定を速やかに取り消すことを求める署名 

２,４３３名分 

相生山の自然を守る会 代表 近藤国夫 

相生山緑地を愛する会 代表 太田敏光 

相生山緑地を考える市民の会 共同代表 可知正孝 

H29.1.26 

＜平成 29 年陳情第 2号＞ 

市道弥富相生山線の都市計画決定を速やかに取り消すことを求める件 
太田 敏光 H29.2.20 

相生山緑地を「自然を大事に」して「世界の AIOIYAMA」とするための提案書 
相生山の四季を歩く会 事務局 田中眞理 

ラブリーアース Japan 事務局 古川善嗣 
H29.2.23 

第４１回 健康と環境を守れ！愛知の住民いっせい行動 

「健康と環境を守れ！愛知の住民いっせい行動」実行委員会 会長 野呂汎 

道路公害反対愛知県民会議 代表委員 大川浩正、篠原正之 

相生山の自然を守る会 代表 近藤国夫 

相生山緑地を考える市民の会 共同代表 可知正孝、外波山節子、福井清 

H29.4.10 

新年度の始まりに際しての要望書 
相生山の四季を歩く会事務局 田中眞理 

ラブリーアース Japan 事務局 古川善嗣 
H29.5.11 
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